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 4 無断複写・転載を禁じます 

２ 民法 

⑴ 総則 

 ① 失踪の宣告の取消し 

要件 

① 失踪者の生存又は死亡擬制時と異なる時の死亡の証明（32Ⅰ前） 

② 本人又は利害関係人の請求（32Ⅰ前） 

③ 家庭裁判所の審判（32Ⅰ前） 

効果 

原則 遡及効有⇒財産を得た者は、権利を喪失（32Ⅱ本） 

例外 
失踪の宣告後その取消し前に善意でした行為の効力に影響無（32Ⅰ後） ※１  

現存利益での財産返還義務（32Ⅱ但） ※２ ※３ 

※１ 「善意」とは、契約については、契約当時に当事者双方が善意でなければならない（大判昭 13.2.7）。契約

当時に当事者双方が善意であれば、その後に出現した者が悪意であっても、その行為の効力には影響を及ぼ

さない（通説）。 

※２ 遊興費として費消した場合には現存利益がなく、生活費として費消した場合には現存利益がある。 

※３ 32条２項は、善意者に適用されるため（通説）、悪意者は、その受けた利益に利息を付して返還しなければ

ならない（704）。 

  


